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が
生
じ
、
こ
れ
ら
が
両
者
の
連
結
関
係
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
方
向
に

1
.
は
じ
め
に
・
・
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
元
化
と
地
域
経
済

作
用
し
て
い
る
。

方
、
中
枢
管
理
機
能
や
そ
れ
に
付
随
す
る
流
通
機

能
や
情
報
機
能
が
集
穣
す
る
世
界
都
市
は
、
国
際
的
な
金
融
@
資
本
取

経
済
活
動
の
ボ

i
ダ
レ
ス
化
に
よ
り
、
i

い
ま
や
世
界
都
市
を
中
心
に

新
た
な
空
間
分
業
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
産
機
能
は
世
界

引
の
セ
ン
タ
ー
や
多
国
籍
企
業
の
戦
略
拠
点
と
い
っ
た
中
心
性
や
拠
点

性
を
軸
に
、
他
の
世
界
都
市
と
の
間
に
国
際
的
な
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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都
市
か
ら
他
の
地
域
へ
と
分
散
し
、
垂
直
的
な
い
し
は
水
平
的
な
分
業

を
構
築
し
て
い
る
。

が
地
域
開
で
展
開
し
て
い
る
。
世
界
都
市
と
分
散
先
の
地
域
の
聞
に

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
各
地
域
に
集
積
す
る
社
会
的
@
経
済
的
な

は
、
財
@
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
や
労
働
力
移
動
、
資
金
@
情
報
等
の
流
動

諸
機
能
の
中
心
性
や
拠
点
性
に
応
じ
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
ネ
ッ
ト
ワ



ー
ク
構
造
を
形
成
し
て
き
た
。
そ
の
典
型
が
行
政
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

明
治
維
新
以
来
、
東
京
を
頂
点
と
す
る
集
権
国
家
を
強
固
に
作
り
上
げ

て
き
た
。
だ
が
、
情
報
@
通
信
技
術
の
革
新
と
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

は
経
済
活
動
の
ボ

l
ダ
レ
ス
化
を
促
し
、
従
来
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階

層
構
造
を
よ
り
多
元
的
な
構
造
へ
と
変
え
始
め
て
い
る
。
資
金
@
情
報

の
流
動
は
グ
ロ

i
パ
ル
化
し
、
財
@
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
や
労
働
力
移
動

を
巡
る
空
間
的
な
制
約
は
、
輸
送
費
や
移
動
費
用
等
の
低
下
を
通
じ

て
、
地
域
間
の
み
な
ら
ず
国
際
間
に
お
い
て
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

従
来
な
ら
ば
近
接
す
る
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
り
、
階
層
構
造
上
位

の
地
域
を
経
由
し
て
い
た
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
物
理
的
な
距

離
を
超
え
て
機
能
的
な
結
び
つ
き
を
強
め
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
と
参
画
の
あ
り
方
が
地
域
的
な
経
済
活
動
を
決
定
づ
け
る
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い

U
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
空
間
移
動
の
活
発
化
が
各
地
域
を
全
く
問

質
的
な
も
の
に
収
数
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
特
定
産

業
の
集
積
地
域
や
国
際
的
@
国
内
的
な
中
枢
機
能
を
も
っ
地
域
の
よ
う

に
、
少
数
の
中
心
的
な
拠
点
が
ボ

i
ダ
レ
ス
化
の
な
か
で
顕
在
化
し
機

能
の
分
権
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
あ
る
一
定
の
圏
域
に
お
け

る
階
層
的
な
中
心
1

縁
辺
関
係
は
依
然
と
し
て
存
在
し
続
け
る
で
あ
ろ

う
。
経
済
活
動
の
ボ

l
ダ
レ
ス
化
は
、

こ
れ
ま
で
の
階
膚
構
造
に
規
定

さ
れ
な
い
新
た
な
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
契
機
と
な
る
と

と
も
に
、
他
方
で
は
、
多
元
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
中
心
性
@

拠
点
性
を
形
成
し
え
な
い
地
域
を
縁
辺
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
押
し
と
ど

め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
多
元
化
す
る
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
地
域
の
中

心
性
や
拠
点
性
を
形
成
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

一
般
に
、
地
域
に
集

積
す
る
経
済
的
諸
機
能
は
、
地
域
の
外
部
に
財
@
サ
ー
ビ
ス
を
移
出
す

る
基
盤
産
業
i

移
出
産
業
ー
と
、
地
域
内
部
の
財
@
サ
ー
ビ
ス
需
要
に

応
え
る
非
基
盤
産
業
|
域
内
産
業
!
と
に
区
分
さ
れ
る
。
基
盤
産
業
と

非
基
盤
産
業
の
区
分
は
地
域
の
ス
ケ
!
ル
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
の
、

対
外
移
出
活
動
を
担
う
基
盤
産
業
と
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
非
基
盤
産

業
の
相
互
連
関
が
あ
っ
て
初
め
て
地
域
は
経
済
的
に
存
立
し
発
展
す

る
。
こ
の
う
ち
、
中
心
性
な
い
し
拠
点
性
の
形
成
に
関
わ
る
の
が
基
盤

産
業
で
あ
り
、
地
域
は
基
盤
産
業
に
よ
る
対
外
移
出
活
動
を
通
じ
て
他

地
域
と
機
能
分
担
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
地
域
の
外
部
か
ら
所

得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
非
基
盤
産
業
の
域
内
活
動
は
地
域
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内
部
で
の
み
消
費
さ
れ
、
外
部
か
ら
所
得
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
仮
に
地
域
が
非
基
盤
産
業
の
み
を
持
ち
、
他

地
域
に
対
す
る
移
出
活
動
を
全
く
行
わ
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
地
域
は

内
部
の
蓄
積
を
費
消
し
た
時
点
で
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
認
識
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
地
域
経
済
の
移
出
主
導
型
成

長
を
分
析
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
素
描
す
る
。

E
で
は
地
域
経
済
に

お
け
る
基
盤
産
業
の
重
要
性
を
検
討
し
、
亜
で
は
同
凶
器
ロ
除

詰
岳
山
場
m
M
M

〔
呂
、
吋
印
〕

に
よ
る
移
出

導
型
成
長
モ
デ
ル
を
紹
介
す

る。

N
で
は
、
成
長
過
程
に
お
け
る
技
術
進
歩
の
意
味
と
そ
こ
に
お
け

る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
役
割
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

V
お
よ

び

M
で
は
、
仲
君
。
i
m
官
官
理
論
に
基
づ
い
て
成
長
過
程
に
お
け
る
資
金

制
約
と
債
務
負
担
の
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
残
さ
れ
た

課
題
を
摘
記
し
て
む
す
び
に
か
え
る
。

E.
移
出
基
盤
と
地
域
経
済
の
累
積
的
成
長
過
程

域
外
へ
移
出
す
る
基
盤
産
業
に
「
集
積
の
経
済
」
が
存
在
す
る
場

合
、
ひ
と
た
び
競
争
上
の
優
位
が
確
立
す
る
と
、
移
出
需
要
の
増
加
が

地
域
の
産
出
全
体
の
累
積
的
な
成
長
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
累
積
的
な
成
長
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
た
の
は
、

同
m
W
5
0吋

〔
戸
川
河
(
)
〕

で
あ
る
。

い
ま
、
地
域
経
済
が
あ
る
特
定
の
移
出
産
業
に
特
化
し
て
い
た
と
し

ょ
う
。
何
ら
か
の
理
由
で
移
出
需
要
が
喚
起
さ
れ
、
移
出
財
の
産
出
が

増
加
す
る
と
、
経
済
活
動
全
般
に
対
す
る
乗
数
的
な
効
果
を
通
じ
て
、

藍
出
は
成
長
す
る
。
産
出
規
模
の
拡
大
は
、
「
集
積
の
経
済
」

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
働
く
余
地
を
高
め
、
そ
の
地
域
に
さ
ら
な
る
成
長
を
も
た
ら

す
。
す
な
わ
ち
、
地
域
の
産
出
全
体
が
成
長
す
る
と
、
技
術
進
歩
と
資

本
労
働
比
率
の
上
昇
が
促
さ
れ
、
労
働
生
産
性
を
次
第
に
改
善
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
関
係
は
、
〈
⑦
片
品
。

0
5
の
法
制
別
(
〈
号
門
問
。
。
吋
ロ

〔
お
お
)
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
産
出
成
長
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
労
働
生

産
性
の
上
昇
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
労
働
生
産
性
の
改
善
は
移
出
財

価
格
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
移
出
は
持
続
的
に
増
加
し
、
産
出
成

長
の
上
昇
、
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
正
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
@
ル

i
プ
が
形
成
さ
れ
る
と
、
地
域
の
産
出
成
長
が
さ
ら
な
る
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
累
積
的
な
成
長
過
程
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
衰
退
し

つ
つ
あ
る
地
域
経
済
で
は
、
衰
退
の
さ
ら
な
る
進
行
に
よ
り
、
地
域
間
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の
格
差
は
次
第
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
集
積
の
経
済
」
が
い
っ
た
ん
生
じ
る
と
、
移
出
成

長
は
地
域
の
産
出
成
長
に
対
し
て
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
時
広
岡
山
者
m
b

〔
巴
∞
告
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
生
産
要
素
の

地
域
開
移
動
が
阻
害
さ
れ
な
い
限
り
、
地
域
の
産
出
成
長
は
供
給
サ
イ

ド
か
ら
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
需
要
制
約
的
な
も
の
と
な

る。
移
出
需
要
の
成
長
が
地
域
の
産
出
成
長
に
与
え
る
影
響
を
も
う
少
し

一
般
化
し
よ
ゲ
。
産
出
に
対
す
る
移
出
需
要
は
様
々
な
要
閣
に
依
存
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
移
出
財
価
格
(
P
U
)

や
代
替
財
の
儲
格

(nC
、
域
外
所
得
の
水
準

(
V
U
)

が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は

ま
た
、
価
格
要
因
以
外
に
も
移
出
財
の
差
別
化
が
移
出
需
要
に
影
響
を

与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
決
定
要
因
を
考
慮
す
る
と
、
移
出

需
要
関
数
は
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

}
ハ
ロ
判
明

(

附

)

子

明

J
d
J
F
)

他
方
、
移
出
財
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
生
産
要
素
価
格
の
水
準
や
技

術
水
準

(T)
が
移
出
財
市
場
に
お
け
る
地
域
の
競
争
力
に
影
響
を
与

え
る
。
賃
金
を

W
、
生
産
財
価
格
を
D
ハ
、
中
間
財
倣
格
を

R
、
原
材
料

価
格
を
れ
と
す
る
と
、
移
出
供
給
関
数
は
以
下
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が

で
会
」
る
。

M
ハ
印
日
明

(者
d

間
)
;
同
)

g

d

吋
)

日
)
宵

d

需
給
を
決
定
す
る
こ
れ
ら
の
要
因
が
移
出
成
長
に
対
し
て
有
利
に
働

く
な
ら
ば
、
生
産
要
素
へ
の
需
要
の
増
加
が
要
素
価
格
の
上
昇
を
も
た

ら
す
で
あ
ろ
う
。
生
産
要
素
価
格
の
上
昇
は
、
他
地
域
か
ら
の
資
本
と

労
働
の
流
入
を
引
き
起
こ
し
、
生
産
要
素
価
格
の
地
域
間
格
差
は
均
等

化
に
向
か
う
。

し
か
し
、
資
本
@
労
働
比
率
に
地
域
的
な
差
異
が
あ
る

場
合
に
は
、
地
域
間
の
所
得
格
差
は
残
存
し
、
移
出
成
長
を
導
因
と
す

る
正
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
@
ル
ー
プ
が
成
長
の
地
域
間
格
差
を
も
た
ら

す
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
間
の
成
長
格
差
が
ど
の
程
度
持
続
す
る
か
は
、

地
域
が
競
争
上

の
優
位
を
ど
の
く
ら
い
維
持
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
な
か
で

も
、
生
産
要
素
の
著
し
い
不
足
に
起
因
す
る
要
素
価
格
の
高
騰
と
移
出

財
市
場
に
お
け
る
競
合
相
手
の
出
現
は
、
労
働
生
産
性
の
改
善
に
よ
る

競
争
力
の
向
上
や
新
た
な
市
場
開
拓
に
向
け
た
産
業
構
造
の
転
換
を
要

請
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

一
方
で
、
成
長
過
程
の
累
積
的
な

傾
向
は
、
追
加
的
な
投
資
を
誘
発
す
る
効
果
や
労
働
の
流
入
に
伴
う
非
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基
盤
産
業
の
自
生
的
な
成
長
と
基
盤
産
業
へ
の
転
化
、
基
盤
産
業
の
成

長
に
付
随
す
る
新
産
業
の
創
出
等
を
促
す
。
こ
れ
ら
は
、
基
盤
産
業
に

お
け
る

「
規
模
の
経
済
」
と
相
侠
っ
て

「
地
域
特
化
の
経
済
」
や
「
都

市
化
の
経
済
」
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

E.
同
凶
器
ロ

h
p

↓zzd司
内
同
出
に
よ
る
累
讃
的
成
長
モ
デ
ル
の
定
式
化

前
節
で
は
、

般
化
し
た
形
で
地
域
の
産
出
成
長
に
お
け
る
移
出
成

長
の
重
要
性
を
議
論
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
関
乱
含
吋
〔
日

S
O〕
を

よ
り
詳
細
に
定
式
化
し
た
口
買
。
ロ
除
寸
宮
岡
山
者
m
同日目〔

5
3〕
の
モ
J

ア

ル
を
取
り
上
げ
よ
う
。
間
賞
。
ロ

hv
寸
笠
岡
山
省
内
品
目
モ
デ
ル
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
、
図
ー
に
示
さ
れ
る
。

モ
デ
ル
の
焦
点
は
労
働
生
産
性
の
改

善
に
あ
り
、

こ
れ
は
技
術
進
歩
と
資
本
労
働
比
率
と
い
う
ふ
た
つ
の
要

図
に
依
存
す
る
。
技
術
革
新
の
進
展
や
投
資
を
通
じ
る
資
本
労
働
比
率

の
上
昇
は
、
労
働
生
産
性
は
改
善
す
る
。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
要
因
は
移

出
成
長
を
導
因
と
す
る
地
域
の
産
出
全
体
に
依
存
し
て
い
る
が
、
移
出

成
長
そ
れ
自
体
は
代
替
財
に
対
す
る
競
争
力
に
依
存
す
る
。
こ
れ
は
、

他
地
域
で
生
産
さ
れ
る
代
替
財
の
価
格
と
の
対
比
で
移
出
財
の
価
格
が

地
域
の
移
出
産
業
の
成
長
に
影
響
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、

移
出
財
価
格
は
労
働
生
産
性
の
改
善
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら
、
循
環
的

な
国
果
関
係
の
プ
ロ
セ
ス
は
こ
の
点
で
完
結
す
る
。

モ
デ
ル
は
、

4
つ
の
関
係
式
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
第
一
の
関
係

は
、
地
域
の
産
出
成
長

y
と
労
働
生
産
性
の
改
善

q
の
関
係
で
あ
る
。

(
M
H
Q
十
、
~
叱
i

(1) 

(1)
式
に
お
い
て
、

α
は
労
働
生
産
性
の
自
生
的
成
長
率
を
、

入J

(
V
O
)
 

こ
の

は
J
1
0
吋
門
問
。
。
自
係
数
を
表
し
て
い
る
。

一
般
に
、

関
係
は
〈
。
見
。
。
吋
ロ
方
程
式
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、

αお
よ
び

え
は
さ
し
あ
た
り
所
与
と
す
る
。
労
働
生
産
性
の
改
善
は
告
生
的
な
成

長
の
ほ
か
、
前
期
の
産
出
成
長
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
産
出
成
長
が
急

速
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
労
鈎
生
産
性
も
ま
た
急
速
に
改
善
す
る
。

第
二
の
関
係
は
、
労
働
生
産
性
と
価
格
上
昇
率
の
関
係
で
あ
る
。

こ
で
は
、
生
産
要
素
の
如
何
な
る
価
格
上
昇
も
直
接
的
に
移
出
財
価
格

の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
労
働
生
産
性
の
改
善
は
移
出
財
価
格
の
上
昇
を

減
殺
さ
せ
る
と
考
え
る
。
移
出
財
価
格
の
上
昇
率
を
炉
、
¢
ロ
片
付

目
印
ず
。
口
付

。。忠
(
H
H

名

g
賃
金
/
労
働
生
産
性
)

の
上
昇
率
を

W
、
W
に
対
す

る
マ

i
ク
ア
ッ
プ
の
変
化
率
を

τと
す
る
と
、

こ
の
関
係
は
次
の
よ
う

6 北海道自治
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図 Dixonand Thirlwallモデルの基本構造

忠
少

滋
岨
信

位
制
刊

件
柑
比

マ}クアップ率の変化

要素描格の変化

代普財師格の変化

信特弾力性の変化

地域外所得の変化

所得弾力性の変化
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に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

同

X
H
者
|

β

+

叶

(2) 

第
三
は
、
移
出
成
長
X
が
移
出
財
価
格
の
上
昇
率
酢
お
よ
び
代
替
財

の
価
格
上
昇
率
民
そ
し
て
、
域
外
の
所
得
成
長
Z
に
依
存
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

M
H
3
(唱
。

l
唱
同
)
+
何

N

(3) 

こ
こ
で
、

σヲ

(
V
O
)
 

(
〈

O
)

は
移
出
需
要
の
価
格
弾
力
性
、

ミ3

は
移
出
需
要
の
所
得
弾
力
性
で
あ
る
。
移
出
財
を
購
買
す
る
域
外
の
所

得
成
長
が
高
く
、
代
替
財
の
価
格
上
昇
率
と
の
対
比
で
当
該
地
域
の
移

出
財
価
格
の
上
昇
率
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
移
出
成
長
は
高
く
な

る。
第
四
の
関
係
は
、
産
出
成
長
と
移
出
成
長
の
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
以
下
の
よ
う
な
移
出
基
盤
関
係
を
想
定
す
る
。

Y
は
移
出
成
長
に

関
す
る
地
域
産
出
の
弾
力
性
で
、

一
定
と
お
く
。

M
「

H
)、
凶

(4) 

こ
れ
ら

4
つ
の
方
程
式
か
ら
、
J
N

需
品
。
。

g
係
数

A
が
正
で
あ
る
限

り
、
産
出
成
長
は
移
出
産
業
の
域
際
競
争
力
を
高
め
、

さ
ら
な
る
産
出

成
長
を
も
た
ら
す
。
例
え
ば
、
域
外
の
所
得
成
長
は
移
出
成
長
に
プ
ラ

ス
の
効
果
を
与
え
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
の
経
済
成
長
に
つ
な
が

る
。
産
出
成
長
は
労
働
生
産
性
の
改
善
を
も
た
ら
し
、
移
出
財
価
格
の

上
昇
率
の
減
殺
を
通
じ
て
当
該
地
域
の
移
出
競
争
力
を
高
め
る
方
向
に

作
用
す
る
。
競
争
力
の
向
上
は
さ
ら
な
る
移
出
成
長
を
誘
発
し
、
地
域

の
産
出
成
長
は
累
積
的
に
持
続
す
る
。

均
衡
成
長
率
は
、

こ
れ
ら

4
つ
の
方
程
式
か
ら
得
ら
れ
る
。

M
-
H
U、
{
ヨ
(
者
i
Q
i
L
M「
l
}

十

N
l
H
)
同

)

+
~
w
N
}
 

11 

吋

{
当
(
者

l
Q
+
u
w
l
百
円
)

i
u、
司
、
~
叱
1
}

十
何

N
}

H
印

÷σ
可

(5) 

但
し
、

印
一
、
ヱ
ヨ
(
当
i

Q
十

N
i
℃
同
)
十
何

N
ア

σ
一l
i
p
-
u

、
司
ゐ

長
期
均
衡
に
お
い
て
は
、
成
長
率
は

定
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、

可

H
M「

こ
の
場
合
、

(5)
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

》

-
n
m
w
+
ぴ

吋

こ
れ
を

y
に
つ
い
て
解
く
と
、

M
「

H
ω
¥
(日
i
σ
)

(6) 

こ
れ
が
盟
窓
口
除
、
吋
何
回
ル
ユ
者
m
品
目
モ
デ
ル
に
お
け
る
均
衡
成
長
率
で

あ
る
。
国

2
は
、
今
期
の
産
出
成
長

y
と
前
期
の
産
出
成
長
可
}
の
関

8 北海道自治1999年9月号 (49巻)



Dixon and Thirlwallモデ、ノレにおける均衡成長率の変化図2

Y=Y-l 

y=a 1チby-l 

y=ao+bY-l 

y 

係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
均
衡
成
長
率
引
u

は
可
抗
吋
f
g
e

一
と
吋
江
戸
。

い
ま
、
当
初
の
均
衡
成
長
率
が

γ

十
ぴ
吋
日
の
交
点

E
で
成
立
す
る
。

11 

吋

11 

吋

で
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
例
え
ば
域
外
の
所
得

成
長
が
上
昇
し
た
と
し
よ
う
(
山
口

↓
印
}
)
。
O

〈
ぴ
八
円
な
ら
ば
、

y-l 

域
外
の
所
得
成
長
の
上
昇
は

a
の
値
の
上
昇
を
通
じ
て
、

可

H

∞
、
十

σ

V
1
i
}

の
上
方
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
。
こ
の
と
き
、
前
期
の
産
出
成
長
が

今
期
の
産
出
成
長
を
導
く
た
め
、
当
初
の
均
衡
成
長
率

y
は
も
は
や
均

衡
成
長
率
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
域
外
の
所
得
成
長
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
今
期
の
追
加
的
な
産
出
成
長

A
Yは
、
次
期
の
産
出
成
長
を

yキ本

ム
吋
こ
押
し
上
げ
、
成
長
が
さ
ら
な
る
成
長
を
促
す
過
程
が
進
行
す

や
が
て
新
し
い
均
衡
成
長
率

γ
に
達
す
る
。
斯
く

る
。
産
出
成
長
は
、

し
て
、
ロ
買
。
ロ
伶
バ
門
医
岡
山
d
q
m
品
目
モ
デ
ル
で
は
、
均
衡
に
対
す
る
如
何

y*-l 

な
る
撹
乱
も
自
動
的
に
均
衡
に
向
か
う
と
い
う
点
に
お
い
て
、

こ
の
成

長
過
程
は
収
束
的
で
あ
る
。

w.
〈
母
島
。
。

5
方
程
式
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
接
合
点

ロ
買
。
ロ
除
4
F
昨
日
到
可
一
色
目
モ
デ
ル
で
は
、
〈
需
品
。
。
吋
ロ
係
数
え
が
正

1999年9月号 (49巻)北海道自治9 



値
で
あ
る
限
り
、
如
何
な
る
産
出
成
長
も
地
域
の
競
争
力
を
よ
り
高
い

も
の
と
し
、
成
長
過
程
を
累
積
的
な
も
の
に
す
る
。
例
え
産
出
成
長
が

ゼ
ロ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
生
的
な
成
長
率
Q

(
V
O
)
 
に
よ
っ
て

労
働
生
産
性
の
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
外
生

的
に
与
え
ら
れ
た
〈
母
島
。
。
自
係
数
え
と
自
生
的
成
長
率

αを
決
定
す

る
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
。

い
ま
、
産
出
量
を

Y
、
技
術
進
歩
を

A
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
を

K
、
労

働
を

L
と
し
、
技
術
変
化
を
伴
う
生
産
関
数
を
次
の
よ
う
に
表
す
と
し

ト
4
λ
ノ
。

J

ヘ
れ
れ
明
(
〉

r吋

同

(8) 

こ
こ
で
、
規
模
に
関
し
て
収
穫
一
定
と
仮
定
し
、

こ
の
一
般
的
な
関

係
を
コ
ブ
@
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
関
数
で
定
式
化
す
る
と
、

J

1

H

〉
ゆ
間
町
ぐ
一
「
T
町

(9) 

を
得
る

(
時
間
を
示
す
添
え
字
は
略
す
)
。
生
産
要
素
価
格
が
伸
縮
的

で
、
投
入
要
素
が
完
全
雇
用
水
準
に
あ
る
完
全
競
争
経
済
で
は
、
産
出

成
長
は
、
次
式
で
与
え
ら
れ
る
。

可

H
m
i
?
q
w
十

(
H
i
も
)
同

(
叩
)

y
、
k
、
1 

g
は
そ
れ
ぞ
れ
産
出
の
成
長
率
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

成
長
率
、
労
働
の
成
長
率
、
技
術
進
歩
率
を
表
す
(
但
し
、

g 
t主

定
)
。
ま
た
、
定
数
。
と
日
ー
も
は
各
々
、
産
出
に
対
す
る
資
本
と
労
働

の
寄
与
を
表
し
て
い
る
。
ー
人
あ
た
り
の
産
出
成
長
は
、

こ
の
式
の
両

辺
か
ら
ー
を
差
し
引
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
。

可

l
L
N
H
∞
十
九
判
(
片

iLN)

(
日
)

(
日
)
式
か
ら
、
労
働
生
産
性
の
改
善
が
技
術
進
歩
率
と
資
本
労
働

比
率
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
投
資
に
よ
る

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
量
的
な
増
加
の
み
に
依
存
し
た
成
長
は
、

や
が
て
資

本
の
限
界
効
率
の
逓
減
を
も
た
ら
し
、
産
出
成
長
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

突
き
当
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
長
期
間
に
一
日
一
っ
て
高
成
長
率
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
資
本
の
限
界
効
率
の
低
下
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
に
は
、
経
済
の
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
欠
か

せ
な
い
社
会
@
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
基
盤
産
業
に
連
関
す
る
非
基

盤
産
業
の
育
成
と
い
っ
た
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
努
力
に
は
域
外
か
ら
の
投
資
が

期
待
し
難
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
そ
も
そ
も

外
部
性
が
高
く
、
本
来
市
場
ベ

l
ス
の
資
金
調
達
に
は
馴
染
ま
な
い
。

ま
た
、
基
盤
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
非
基
盤
産
業
を
育
成
し
よ
う
と
し

10 北海道自治1999年9月号 (49巻)



て
も
、
地
場
企
業
の
信
用
力
が
乏
し
い
場
合
に
は
域
外
か
ら
資
金
調
達

に
困
難
が
伴
う
D

そ
れ
ゆ
え
、

こ
れ
ら
の
分
野
で
要
す
る
資
金
供
給

は
、
域
内
に
お
け
る
資
金
蓄
積
と
地
場
金
融
シ
ス
テ
ム
の
能
力
に
依
存

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
か
。

一
方
、
技
術
進
歩
率
。
は
、
口
同
窓
口
仇

r
S
M昨日
d
q
m
w
何
回
モ
デ
ル
に
お

い
て
、
〈
需
品

8
3
係
数
と
前
期
の
産
出
成
長
の
積

(

H

L

叱
l
e
e
l
j
H
)

で

与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
産
出
成
長
が
労
働
生
産
性
の
改
善
を
導
く
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
未
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

〈
需
品
。
。
自
自
身
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
急
速
な
産
出
成
長
が
分
業
と

特
化
の
機
会
を
創
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は

〈
需
品
。
。

5
係
数
は
産
出
成
長
が
労
働
生
産
性
の
改
善
を
引
き
起
こ
す

多
様
か
っ
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
〈
母
島
。
。
日

係
数
の
ひ
と
つ
の
解
釈
と
し
て
、

〔

5
8〕

の
議
論
を
取

の
m
L
o
g誌の

り
上
げ
よ
う
。

の
m
L
忠
雲
仙
の
の
モ
デ
ル
で
は
、

R
&
D活
動
は
総
量
で

1
単
位
の
労

働
を
雇
用
し
て
新
し
い

「
知
識
」

の
生
産
を
行
う
も
の
と
想
定
さ
れ
、

多
く
の
労
働
者
が

R
&
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
ほ
ど
「
知
識
」

の
生
産
は
増
大
す
る
。

い
ま
、
社
会
的
な
分
業
の
程
度
を

S
で
表
す

と

S
人
の
労
働
者
か
ら
一
人
あ
た
り

ω
}
の
労
働
の
提
供
を
受
け
た

R
&
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
確
率

P
で
∞
s
〉
門
種
類
の
新
し
い

識」

の
生
産
に
成
功
し
、

日

ー

l
ち
の
確
率
で
何
も
生
み
出
せ
な
い
。

φ

は
0
か
ら

1
の
正
の
値
を
と
る
。
各
時
点
で
社
会
全
体
で
は
、

b 

〉
11 

円

)
ω
$
戸
〉
門
の
新
し
い
種
類
の
中
間
財
が
確
実
に
増
加
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

L
は
R
&
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
労
働
量
で
あ
り
、

R

&
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
で
も
あ
る
。

ま
た
、
新
し
い

産
は
そ
の
時
点
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
既
存
の

「
知
識
」

「
知
識
」

A
A
を
前
提
に
行
の
生

わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
学
習
効
果
に
よ
る

「
知
識
」

の
ス
ピ
ル
オ

l
パ

ー
が
生
じ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
成
長
過
程
に
お
け
る
永
続
的
な
「
知

識
」
の
蓄
積
を
可
能
に
し
て
い
る
。
「
知
識
」

は
hv
〉
¥
〉
H
H
)
ω
$円、

の
率
で
成
長
し
、
そ
の
水
準
は

R
&
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
業
の
程
度

S
が
高
い
ほ
ど
、

R
&
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
(
あ
る
い
は

R
&
Dプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
雇
用
す
る
労
働
量
)
が
多
い
ほ
ど
高
く
な
る
。

で
は
、

こ
の
よ
う
な
技
術
進
歩
に
対
し
て
、
金
融
仲
介
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
、
金
融
仲
介
の
発
展
が

資
金
移
動
の
量
的
な
拡
大
を
促
し
、

こ
れ
が
経
済
成
長
率
を
高
め
る
ケ

!
ス
で
あ
る
。
資
金
移
動
の
量
的
な
拡
大
は
、
生
産
的
な
投
資
を
先
行 実日

1999年9月号 (49巻)北海道自治11 



的
な
貯
蓄
|
自
己
金
融
の
腕
ー
か
ら
解
放
す
る
ひ
と
つ
の
契
機
と
な

る
。
第
二
は
、
金
融
仲
介
の
発
展
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る
資
金
の
質
が

高
ま
り
、
社
会
的
な
分
業
が
拡
大
す
る
と
い
う
ケ
i
ス
で
あ
る
。
金
融

仲
介
の
糞
的
な
発
展
が
金
融
仲
介
機
関
の
情
報
生
産
技
術
と
リ
ス
ク
管

理
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
投
資
効
率
を
高
め
る
方

向
に
作
用
す
る
。

し
か
し
、
分
業
と
特
化
に
よ
っ
て
高
度
に
分
権
化
さ
れ
た
経
済
環
境

に
お
い
て
は
、
情
報
の
非
対
称
性
や
不
確
実
性
に
由
来
す
る
フ
リ
ク
シ

ョ
ン
が
必
然
的
に
生
じ
る
。

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
エ
i
ジ
ェ
ン

シ
l
@
コ
ス
ト
が
か
か
り
、

コ
ス
ト
が
高
く
な
る
ほ
ど
資
金
移
動
は
阻

害
さ
れ
、
投
資
は
社
会
的
に
非
効
率
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、

エ
!
ジ
ェ
ン
シ
i
@
コ
ス
ト
を
如
何
に
軽
減
し
て
い
る
か
が
、
地
場
金

融
シ
ス
テ
ム
の
発
展
段
階
を
表
す
ひ
と
つ
の
評
価
基
準
と
な
グ
。

v.
成
長
過
程
に
お
け
る
資
金
制
約
問
題
-
-
言
。
i
官
官
理
論

こ
れ
ま
で
は
、
地
域
の
産
出
成
長
過
程
に
お
け
る
移
出
成
長
と
技
術

進
歩
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

し
か
し
、
地
域
の
産
出
成

長
に
は
資
金
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
根
拠
を
示
し
、
域
外
か
ら
の
資
金

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
必
要
性
を
示
し
た
の
が
、
認
の
在
ロ
ロ
。
ロ
〔

5
2〕

や
の
F
Oロ
⑦
同
バ
可

h
p

∞可。

ε
〔

Hhvom〕

に
よ
る
立
記
l
m印
刷
}
理
論
で
あ

る

宮、。
i
m印
刷
》
理
論
で
は
、
地
域
経
済
の
成
長
に
は
ふ
た
つ
の
側
面

か
ら
資
金
制
約
を
受
け
る
と
考
え
る
。

ひ
と
つ
は
、
域
内
で
蓄
積
さ
れ

た
資
金
を
動
員
す
る
際
の
不
足
問
題
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
域
外

か
ら
財
@
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
に
あ
た
っ
て
の
資
金
不
足
問
題
で
あ

る
。
本
節
で
は
、

こ
の
言
。
i
m
m唱
理
論
に
基
づ
い
て
、
成
長
過
程
に

お
け
る
資
金
制
約
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、

マ
ク
ロ
経
済
バ
ラ
ン
ス
で
は
、
域
内
で
の
資
金
不

足
は
、
投
資

I
と
貯
蓄

S
の
大
き
さ
と
し
て
表
さ
れ
る
。

一ip・p・-B
∞
v
c

他
方
、
域
外
か
ら
の
資
金
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
不
足
に
つ
い
て
は
、

移
出

h
と
移
入
肱
の
差
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。

日日
i
何

凶

V
O

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
う
ち
、

よ
り
大
き
い
方
が
地
域
の
産

出
成
長
の
制
約
要
因
と
な
る
と
い
う
の
が
、

言
。
immM}
理
論
の
エ
ッ

セ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
場
合
に
は
、
財

12 北海道自治1999年9月号 (49巻)



政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
ど
に
よ
る
域
外
か
ら
の
資
金
流
入
に
よ
り
、

ギ

ヤ
ツ
。
フ
を
埋
め
る
必
要
が
あ
る
。

貯
蓄
投
資
ギ
ャ
ッ
プ
と
移
出
入
ギ
ャ
ッ
プ
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、

以
下
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
経
済
体
系
を
考
え
よ
う
。
基
本
的
に
は
、

国内号付。島
l
口
。
富
mw
吋
モ
デ
ル
と
問
、
じ
構
造
で
あ
り
、

こ
れ
に
域
外
部
門

が
追
加
さ
れ
る
形
に
な
る
。

ま
ず
、
追
加
的
な
産
出
口
に
は
そ
の

V
倍
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加

が
必
要
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

炉
開
H
〈
h

v

J

ヘ

(ロ)

ま
た
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
追
加
は
投
資
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、

h
v

穴
H
円

(
お
)

と
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

そ
の
投
資
の
資
金
源
泉
は
、
域
内

貯
蓄

S
と
域
外
か
ら
の
資
金
流
入

F
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
す
る
。

円

H
∞
!
?
司

(
は
)

ま
た
、

こ
こ
で
は
、
技
術
水
準
が
低
い
地
域
経
済
の
典
型
的
な
状
況

と
し
て
、
生
産
財
は
す
べ
て
移
入

h
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
仮
定
す
る
。

目
立
円
ヨ

(
日
)

移
入
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
域
外
か
ら
流
入
す
る
資
金
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
資
金
は
移
出
品
と
域
外
か
ら
の
資
金
流
入

F
か
ら
調
達

す
る
も
の
と
す
る
。

日

B
H間
同
+
明

(
日
)

こ
の
体
系
の
な
か
で
所
与
の
変
数
は
、
域
内
の
貯
蓄

S
と
域
外
か
ら

の
資
金
流
入

F
、
移
出
臥
で
あ
る
。
出
印
有
。
円
四
H
口
。
自
mw
吋
モ
デ
ル
で

は
、
貯
蓄

S
は
所
得
水
準
(
日
産
出
水
準
)
Y
の
一
定
割
合
で
あ
る
と

仮
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

こ
こ
で
は
、

Y
の
変
動
は
消
費
に
よ
っ

て
調
整
さ
れ
る
と
考
え
、

S
の
大
き
さ
は

Y
に
依
存
し
な
い
と
想
定
し

て
い
る
。

Y
 

以
上
か
ら
、
産
出
の
増
加

A
は
次
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
。

h
v

〈

H
K
V
宍
¥
〈
刊
日
¥
〈
H
け

(
∞
+
句
)
¥
〈

(
げ
)

hr
ペ
H
h
v
宍
¥
〈
υ
ム

¥

〈
H
け

ζ
¥〈
H
(
何
凶
+
司
)
¥
〈

(
時
)

(
げ
)
式
は
生
産
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
大
き
さ

を

(
問
)
式
は
生
産
財
を
域
外
か
ら
調
達
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と

さ
れ
る
資
金
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の

式
は
そ
れ
ぞ
れ
、
所
与
の
変
数
で
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
両
者
は
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
。
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で
は
、
(
げ
)
式
か
ら
計
算
さ
れ
る
凶
と

る
W
U
に
差
が
生
じ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
の
か
。
結
論
か

Y

、

、

、

:

ら
い
え
ば
、
こ
の
場
合
に
は

A
の
d
さ
し
方
カ
実
現
す
る
こ
と
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
(
げ
)
式
か
ら
得
ら
れ
る
灯
が
(
問
)
式
か
ら
得
ら

れ
る

A
Yよ
り
も
小
さ
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、
過
剰
な
域
外
か
ら
の
資
金

流
入
に
対
し
て
、
域
内
貯
蓄
が
不
足
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
時
)
式
か
ら
計
算
さ
れ

こ
の

と
き
、
資
金
の
過
不
足
が
調
整
さ
れ
な
い
限
り
、
実
現
す
る
の
は

(
げ
)
式
で
表
さ
れ
る
臼
の
水
準
と
な
る
。
逆
に
、
(
時
)
式
か
ら
得

ら
れ
る
幻
が
(
げ
)
式
か
ら
得
ら
れ
る
臼
よ
り
も
小
さ
け
れ
ば
、
域
内

貯
蔵
は
過
剰
と
な
る
が
、
域
外
か
ら
の
資
金
流
入
が
不
足
と
な
り
、
日

の
水
準
は

(
同
)
式
で
表
さ
れ
る
水
準
と
な
る
。

図
3
は、

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
状
況
が
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(a)

は
域
内
の
資
金
源
泉
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、

(b) 
は
域
外
の
資
金

が
不
足
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
図
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ

い
て
の
等
産
出
量
曲
線
開
、
問
が
描
い
て
あ
り
、
こ
の
線
上
で
は
産
出

し
か
し
、
こ
の
直
角
に
曲
が
る
点
を
除
い
て
は
、

量
は
問
量
と
な
る
。

域
内
貯
蓄
と
域
外
か
ら
の
資
金
流
入
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
多
く
存
在

し
、
余
剰
部
分
が
生
産
に
振
り
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

で
は
、
域
外
か
ら
の
資
金
流
入
は
臼
だ
け
生
産
す
る
の
に
必

(a) 

要
な
分
あ
る
が
、
域
内
貯
蓄
は
刊
を
生
産
す
る
分
し
か
存
荘
し
な
い
。

生
産
に
は
域
外
か
ら
の
資
金
流
入
と
域
内
貯
蓄
の
双
方
が
必
要
と
な
る

た
め
、
実
現
す
る
の
は
よ
り
原
点
に
近
い
等
生
産
量
曲
線
の
産
出
水
準

で
あ
る
日
と
な
る
。

(b)
で
は
、
域
内
貯
蓄
は
口
、
だ
け
生
産
す
る
の
に
必
要
な
分
あ
る

が
、
域
外
か
ら
の
資
金
流
入
が
阿
を
生
産
す
る
分
し
か
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
も
よ
り
掠
点
に
近
い
等
産
出
量
曲
線
の
産
出

水
準
で
あ
る
日
し
か
生
産
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

wu.

資
金
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
と
債
務
累
積
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

こ
の
よ
う
に
、
室
、
ο
i
哲
一
唱
理
論
で
は
、
域
内
で
の
投
資
需
要
を
満

た
す
た
め
に
必
要
な
資
金
の
う
ち
誠
内
貯
蓄
で
不
足
す
る
分
と
、
移
入

に
必
要
な
資
金
う
ち
移
出
で
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
域
外
か
ら
の

資
金
流
入
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
産
出
成
長
は

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
う
ち
の
大
き
い
方
に
制
約
さ
れ
る
。

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
域
外
か
ら
の
資
金
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

i
は、

そ
れ

が
贈
与
形
態
を
と
ら
な
い
限
り
、
地
域
の
債
務
負
担
を
増
大
さ
せ
る
方

向
に
も
作
用
す
る
。

ひ
と
た
び
、
債
務
負
担
が
大
き
く
な
る
と
、
そ
れ

14 北海道自治
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図3 貯蓄@投資ギャップと移出@移入ギャップの調整

(a) 域内貯蓄が不足している場合
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が
足
か
せ
と
な
り

l
人
あ
た
り
の
産
出
成
長
を
抑
制
す
る
。
成
長
率
の

低
さ
は
、
域
外
か
ら
の
資
金
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
に
対
す
る
さ
ら
な
る
依

存
を
招
来
し
、
債
務
が
累
積
的
に
増
大
す
る
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
引
き
続
き
、
言
。
i
m
印
刷
》
理
論
に
基

づ
い
て
、
債
務
負
担
が
増
大
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

る。
い
ま
、
資
本
と
生
産
に
関
し
て
次
の
仮
定
を
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

hv
宍
日
〈
hv

ペ

(
m
m
)
 

炉
問
行
日
目

(
初
)

こ
の
ふ
た
つ
の
式
か
ら
、
地
域
の
産
出
成
長
は
次
の
よ
う
に
表
す
こ

と
が
で
き
る
。

h
V
4
¥
J
1
H
h
v
宍
¥
〈
J

ヘH
円
¥
〈
J

ヘ

(
幻
)

す
な
わ
ち
、
投
資
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
産
出
成
長
は
高
く
な

こ
の
投
資
の
資
金
源
泉
と
し
て
、
域
内
貯
蓄

S
と
域
外
か
ら
の
資

る金
流
入
F
を
想
定
し
、
投
資
は
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
資
金
源
泉
に
よ
っ
て

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
と
す
る
。

同
日
∞
十
明

(
忽
)

こ
こ
で
、
域
外
か
ら
の
資
金
流
入

F
は
す
べ
て
債
務
形
態
で
あ
る
と

仮
定
す
る
と
、

F
は
債
務
D
の
増
加
分
A
D
と
利
子
率

i
の
も
と
で
債

で
き
る
。

務
の
利
払
い
と
の
差
し
引
き
と
な
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が

円

H
∞
+
炉
問
)
!
』
円
)

こ
れ
を
(
幻
)
式
に
代
入
す
る
と
、

h
v
J
ヘ
¥

J
ヘ
日

と
な
る
。

(
∞
十
九
V
U
!

ニ
)
)
¥
〈
ペ

い
ま
、
貯
蓄
率
を

S
と
す
る
と
、
域
内
貯
蓄
S
は、

∞
日
付
印

J
代

で
表
さ
れ
、

こ
れ
を

(M)
式
に
代
入
す
る
と
、

(
お
)

(M) 

(
お
)

h
v
Jベ

¥
Jヘ
日
目
、
¥
〈
(
印
十
炉
ロ
¥
J
1
i
F
門

)¥Jヘ
)

と
な
る
。
も
し
域
外
に
対
す
る
債
務
が
な
け
れ
ば
、
(
お
)
式
は
出
mw

号
怠

札
口
。
宮
島
モ
デ
ル
の
保
証
成
長
率
に
等
し
く
な
る
。

(
お
)

し
か
し
、
貯
蓄

率
S
が
低
く
、
資
本
効
率
が
低
い

(
資
本
係
数
V
が
大
き
い
)
地
域
経

済
で
は
、
産
出
成
長
は
低
位
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
よ

り
高
い
成
長
率
を
達
成
す
る
た
め
に
、
新
た
に
ぬ
の
資
金
を
調
達
す
る

も
の
の
、
債
務
に
伴
う
利
払
い
負
担
由
が
、
産
出
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
及
ぼ
す
。
(
お
)
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
信
務
残
高

D
の

経
済
的
な
影
響
を
考
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は

D
/
Y
で
あ
る
。

こ
の
比

率
が
大
き
く
な
る
と
、
利
払
い
負
担
が
増
大
し
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の

資
金
調
達
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
債
務
は
限
り
な
く
増
大
し
て
し
ま

16 北海道自治1999年9月号 (49巻)



う

こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
る
と
、
債
務
不
履
行
の
可
能
性
は
否
応
な

く
高
ま
る
。

出
m
z
o
d
q

〔
日
ゆ
∞
∞
〕

は
債
務
の
大
き
さ
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(
幻
)
式
の

両
辺
を

Y
で
割
る
と
、

一¥
J
1
H
∞
¥
〈
十
九
戸
口
¥
ペ
l
F
り
¥
J
1

(
訂
)

と
な
る
。

こ
こ
で
、
投
資
率
を
け

(υ
ム
¥
¥
ペ
)
、
貯
蓄
率
を
∞
(
H
∞

¥
〈
)
と
す
る
と
、

(
幻
)
式
は
次
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
。

昨
日
∞
十
h
v
り
¥
J
1
i
肝

¥ 
ペ

(
お
)

ま
た
、
地
域
の
産
出
成
長
を
∞

(
H
K
V
J
ベ
¥
〈
)
と
お
く
と
、

り
¥ 

〈
が
一
定
と
な
る
水
準
で
は
、

b 

(
り
¥
〈
)
¥
(
り
¥
〈
)

刊
行
炉
ロ
¥
ロ
i
b
ペ
¥
J
1
H
h
v
り
¥

円
〉

i
m
H
O

(
鈎
)

で
あ
る
か
ら
、

一H
ω
十
炉
り
¥
り
@
り
¥
ペ
i
F
@
門

)¥Jヘ

H
∞
十
∞
@
ロ
¥
J
1
i
F
@
門

)
¥
J
1

(
初
)

と
な
る
。
そ
し
て
、

(
お
)
式
か
ら
、

り
¥
ペ
H
H
(
件

l

印
)
¥
(
∞
i
F
)

(
幻
)

が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
条
件
を
一
定
と
す
れ
ば
、
投
資
が
貯

蓄
を
上
回
る
ほ
ど
、
達
成
し
う
る
産
出
成
長
が
小
さ
い
ほ
ど
、
負
債
利

子
率
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

り
¥
〈
の
値
は
大
き
く
な
る
。

さ
ら
に
、
産
出
成
長
は
、

∞
日
目
¥
¥
〈
J
1
H
リ
円
、
¥
〈
と
表
現
で
き
る

こ
と
か
ら
、

(
訂
)
式
は
、

ロ
¥
J
1
H
(
け

i
∞
)
¥
(
∞

i

c

11 

(
け
i
∞
)
¥
{
(
け
¥

〈

)
i
F
}

(
明
記
)

と
章
一
聞
き
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
負
債
利
子
率

i
に
つ
い

ロ

¥
Jヘ
は
投
資
率
、
貯
蓄

て
は
地
域
間
の
格
差
が
な
い
と
す
れ
ば
、

率
、
資
本
係
数
と
い
う
一
一
一
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
れ
ゆ
え
、

り
¥
ペ
の
億
を
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
投
資
率

の
上
昇
と
投
資
率
と
貯
蓄
率
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
縮
小
、
そ
し
て
、
資
本
係

数
の
低
下
(
資
本
効
率
の
向
上
)
が
必
要
と
な
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
地
域
経
済
に
お
け
る
移
出
主
導
型
の
成
長
過
程
を
素
描

し
て
き
た
。
本
格
的
な
モ
デ
ル
分
析
と
デ

i
タ
に
よ
る
実
証
に
つ
い
て

は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
最
後
に
、
本
稿
で
残
さ
れ
た
課
題
を
ふ
た
つ

摘
記
し
て
む
す
び
に
か
え
る
。
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ま
ず
第
一

に
、
口
宮
。
ロ

ω
即
時
げ
昨
日
須
高
出
を
は
じ
め
と
す
る
移
出
主

導
剤
一
一
の
成
長
モ
デ
ル
で
は
、
地
域
が
特
化
す
る
産
業
の
タ
イ
プ
を
特
定

で
き
な
い
。
地
域
が
あ
る
特
定
の
産
業
に
特
化
す
る
要
因
と
し
て
は
、

「
集
積
の
経
済
」

「
比
較
優
位
」
や
「
規
模
の
経
済
」
、

の
存
在
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、

こ
の
モ
デ
ル
で
は
そ
れ
ら
の
存
在
を
前
提
に
、
移
出
需
要

等
の
要
因
変
化
が
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
示
す

の
み
で
あ
る
。
自
律
的
な
地
域
経
済
を
展
望
す
る
な
ら
ば
、
地
域
特
化

の
理
論
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
射
裡
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
は
、
移
出
主
導
型
の
成
長
に
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
組
み
込

む
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
成
長
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
発
展
と
を
関
連
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
経
済
の
成
長
に
は
、
資
本
@
労
働
比
率
の
上

昇
と
技
術
進
歩
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
改
善
や
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
基
盤
産
業
を
サ
ボ

i
ト
す
る
非
基
盤
産
業
の
拡
充
な
ど
が
必
要
と

な
る
が
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
資
金
供
給
の
如
何
が
重
要
と

な
る
。
金
融
仲
介
の
技
術
的
条
件
に
つ
い
て
の
ミ
ク
ロ
的
な
基
礎
の
拡

充
と
域
外
か
ら
の
資
金
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
そ
デ

ル
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

I:!t界都市については、町村 0994Jを参照。* 1 
「月党i也i或fヒJをキーワ

-fvこ、多元イヒするネットワーク構造のなかでの東京の都市像を描いて

長田ほか監修 o995Jによる一連の研究では、*2 

いる。

基盤産業と非基盤産業の区分については、中村@田淵 0996J第11*3 

および岡田ほか o997J第l章を参照。
およびの法則の解説は、

Chapter 7で与えられるO

以下の議論は、Armstrong& Taylor 0993J第4

技術進歩を伴う経済成長理論については、さしあたり Mankiw0992J 

に依拠する。

Thirlwal1 [1999J Chapter 3 Verdoon *4 

*5 

Chapter 4 (足立ほか訳 o996J II .第1章)を参照。
地場金融システムが各種インフラの整備や非基盤産業の育成で果たす

*6 

*7 

役割については、奥田@黒柳編著[1998J第3章を参照。

金融仲介理論における情報の経済学からアプローチに関するサーベイ*8 

は、早川 0988J、池尾[1989J、Pagano[1993Jなどによって与えられ

ミれたテキストとしては、 Ruhle o 997J、この立場からまた、るO

18 

Freixas and Rochet 0997Jなどがある。
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